
















んはこの本、「NTL Handbook of Organization Development and Change」の
エディターもされております。それからそれ以外にも、今回のテーマでもあ
るゲシュタルトOSD （ゲシュタルトの組織システム開発） のGestalt Center for 
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※「覚醒 / 見て調べる」→「気づき / 概念化」→「エネルギーの高まり / コミッ
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トメント」→「アクション / 動き」→「コンタクト / バウンダリーでの変化」
→「アセスメント終結 / アセスメント」→最初のものへ、というサイクル
　サイクルには二つのレベルがあります。そのレベルの違いというのは、言葉
の表現の仕方の違いだけで、ゲシュタルトのことを個人について話していると
きと、組織に対してその話をするときとは違う表現を使いまして、ここの中側
ところは、個人レベルで起こっている時の言い方です。組織レベルのときには
外側の表現を使っています。ですから、中と外は言い方が違うというだけです。
　まず「覚醒」から始めたいと思います。何か刺激があって、そこから始まる
段階です。その刺激というのは、自分の内側から出てくるときもあれば外側の
ものという場合もあります。それについて、五感を使って見たりかいだり味わっ
たりし始めます。センセーション（覚醒・感覚）とアウェアネス（気づき）の
二つの段階の違いというのは、「こんなものが起きている」と覚醒を扱ってい
る段階と、それらを理解しているという段階の違いです。ここでは、だんだん
とはっきりした図というものを持つようになります。
　私たちは、この一周で終わりではなくて、何度もこのサイクルというのを回っ
ていくということをします。回っていくにつれて、妨害の入らないようなサイ
クルについてちょっと考えてみたりします。もしも「気づき」が一度起こった
後では、その図に対してたくさんの興味というのを持つようになってきます。
私がどんな興味を持つのかという例をお話ししますと、たとえばエネルギーと
かどんなリソースが私には使えるだろう、エネルギーはどれだけあるだろうと
か使えるだろうか、ということを考えます。自分のわくわくする気持ちとか興
味から、そしてコミット（関与）を持ってそこにかかわるということになります。
　このときになって、「行動 （アクション）」を起こしたいというようになりま
す。アクションというのは、それは活動（アクティビティ）であったりします。
その起こした行動に基づいて、自分がどこにいるのかと自分が何をやっている
のかをはっきりさせ、それらを突き合わせ、どのようなコンタクトがなされる
必要があるかを考えます。
　「コンタクト」についてゲシュタルトが言っていることは、個人が実際にコ
ンタクトを起こすまでは変化は起こらないというものです。コンタクトとは、
ほかの人とのコンタクトとか、環境とのコンタクトのことです。
　そして、次に体験の「終結」という段階に入っていきます。この体験のサイ
クルと呼ばれるものに加えて、これはまた変化のサイクルでもあるというふう
にゲシュタルトでは言います。私たちはどのように変わるだろうか、変われる
だろうかということを考えると、こんなふうに違いたいんだ、こんなふうに違っ
ていきたいんだ、ということが明確になっているときに変化していきます。そ
して、それについてわくわくしていき、たとえば、新しい歌を歌ってみたいと
か、新しい言語に挑戦してみたいなどの、どんなアクティビティが必要だろう
か、どんなことがかかわってくるんだろうかということを考えるのです。でも、
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コンタクトの部分では、自分が学ぶ必要がある新しいことというのに、必ず焦
点を合わせています。そして、そのプロセスの中での自分の苦しさというもの
からも逃げずにいるということをしなくてはなりません。まだ自分は本当に行
きたい場所に届いていないなと自覚したりします。
　このサイクルのどのあたりであってももちろん邪魔も入りますし、実際には
何かを本当に完全に仕上げるとか、完璧に終結させるということはないかもし
れません。これはゲシュタルトでは「終わっていない事柄」と言います。何か
の抵抗というのは、それがどこかに辿り着きたいということの一部です。です
から、このサイクルについて理解しておくべき非常に重要なことは、いろんな
部分で終わらないままの状態になってしまうことも、たくさんあるのだ、とい
うことです。時間、というものも、私たちが物事を終結させる道を見つけるこ
とを邪魔したりします。
　それでは、今まで話し合ったことのない方を見つけていただいて、今のサイ
クルについてこんなことは分かったけれどもここが分からないというような、
分かったところと分からなかったところをちょっと話し合ってみてほしいと思
います。２～３分だけですが、ペアでお願いします。
※２人で会話
ブレンダ：
　それでは皆さん、何か質問がある方はいますか。
参加者K：
　抵抗（レジスタンス）とインタラプションの違いというか、それらがどのよ
うに存在するのかというのがちょっとよく分からないです。たとえば、私たち
が個人レベルでアクションを起こそうとしたときに、組織全体のレジスタンス
があると、それは私にとってはインタラプション（妨害・障害）であって、経
験のサイクルが完結しないというように理解をしていいかどうか教えていただ
きたいです。
ブレンダ：
　クルト・レヴィンに関係することですが、サイクルで起こっていることをこ
のような図式で表すこともできます。サイクルのすべてのパート（部分）で、
変化に対してそれを賛成・支持する力と、それに抵抗する力が同時に働いてい
ます。皆さんが何かの感覚を得て、五感をもって覚醒を感じ、それが気づきに
至るまでに、そこに何らかの障害があります。そして、「気づき」の段階から、「エ
ネルギーの高まり」へ移る段階に関しても、なんらかの障害があったりします。
　ゲシュタルトで重要なことの一つに、抵抗を自然でよくあることだと見ると
いうものがあります。そういう見方をすることで、まだ人々が、それがなぜな
のか自分では腑に落ちていなくても、自分が変化への準備ができていないのだ
と理解することができます。しかし、抵抗について理解できるまで、その自分
のサイクルを完結しようという動きを、これからも続けていけるだろうかと考
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えます。したがって、変化というのは強制されて起こるべきものではないと考
えます。そしてこのことを自分たちが理解していれば、いったいそもそもこの
抵抗は何に関するものなのか、と時間をかけてみていくことになるでしょう。
ときには、本当に必要なことが「注意を向ける」ということかもしれません。
そして、それは自分が今行っている以上に、注意を払ってみるという姿勢につ
ながります。
　しかし、抵抗がより減るまで、あるいは自分がその抵抗に対処する準備がで
きていくまで、そしてそれが私の望むところに到達するようになるまで、無意
識ではあってもいつでも抵抗というのは出てくるものです。ですから、変化が
起こる起こり方というのは、皆さんがさっき見たサイクルにうまくあてはまっ
てきます。
　そしてそのサイクルが邪魔されてしまうと、うまくサイクルに戻すにはどう
すればいいかを考える必要が出てきます。サイクルを振り返ってみて、いった
いどの段階に自分は注意を向けるべきなのかを考えます。そして、自分自身の
行動をサポートするために、このエネルギーの部分にもっと注意を向けなくて
はいけないとか、あるいは自分が持っている不安というものが何なのかをより
明確にしなくてはいけないなどです。なぜなら、このサイクルの一番下の部分、
アクションを起こしていくためにはそういうことを考える必要があります。
　ほかにこのサイクルに関して重要だと考えていることは、この覚醒からア
ウェアネスに行くまでの部分で、そして、このアクションのところに到達する
までの部分で、サイクルが示しているのは、実際にサイクルというのはこのす
べての段階を経て終わるのだということです。たとえ、ここに書いてあるすべ
ての段階に長い時間留まっていなかったとしても、このような段階を全て経て
いくことが最終的に成功して終結するには、やはり大事なことなのだと思って
います。
　このようなお答えでお役に立ちますか。
 参加者K：
　抵抗についての意味がよく分かりました、ありがとうございます。
ブレンダ：
　サイクルについて質問ありますか。
参加者L：
　アクションについて教えていただきたいのですけれども、アクションという
のはどういうものなのかということです。これは、動いてみるとか、とりあえ
ずやってみようということではないように思います。いわゆる、アクションの
動きというのはどんなものなのかというのが一つです。そして、もう一つ質問
がありまして、そのアクションというのはもし自分ということを考えたときに、
自分の得意な何かアクションというものを持ってもいいものなのか、あるいは
いろんなアクションというものにチャレンジしたほうがいいものなのか、その
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点を教えてほしいと思います。
ブレンダ：
　アクションというのは、もともと一連の行動を意味しておりまして、それは
私個人だったりグループだったり組織に必要なことで、変革を達成するために
はしなくてはいけないことを意味します。たとえば、グループの一員として何
か計画をして行動を起こそうとするときに、アクティビティのすべての一つ一
つの部分を意識しておく必要があります。もし計画がうまくできないと、何か
事が起こるわけですけれども、コンタクトの部分でそれをきちんと維持するこ
とができなくなってしまうということがあったり、自分は熟練者として接した
いけれども、コンタクトで何か変革が起こったときに、その力が自分にはない
状態で臨んでしまったりすることになります。ですから、行動の量というのは、
あるいはどんな行動をするかということは、私がここで起こしたいという変化・
変革とすごく関連してきます。
　正直な話、しばらくの間はNTLの代表になりたい、と思っている時期があ
りました。でも、実際に私はまだその準備ができていないなと思っているとき
には応募しませんでした。まず最初にそのことについて考え始めたのは実際12
年前のことだったのですが、それは５年前にまた考え始め、そしてついに昨年
応募してみようと思いました。
　私のサイクルはすごく早い段階で始まりました。12年前もこの点について始
まっていて、私の本当に感情とか気持ちもそこにあったんですが、私は本当に
このNTLというのを率いてみたい・リードしてみたいという気持ちがあって、
でも自分に準備ができていると思うまでは実際には応募をしなかったわけで
す。
　しかし、そのときでも実際にその代表を決めるのは、私ではなくて理事会が
することでした。この場合は、私自身が自分のサイクルに邪魔をしていったこ
とになります。ですから、このサイクルというのは何年もかかる場合もありま
すし、一カ月のときもありますし、何分かのときもあります。
　では、サイクルについて理解ができたとしたら、すごく複雑なことではありま
すが、理解のベースとして皆さんが今注意してくださっているのならば、それは
もうゲシュタルトのエッセンスをすごく近くに感じていらっしゃる状態です。
　もちろん、ゲシュタルトには他にも理論とか概念はあるのですが、先ほども
やった図と地、アウェアネスそしてこのサイクルというこの三つが大切になりま
す。この三つを理解することで、ゲシュタルトのエッセンスが分かるようになっ
てきている段階だと思います。
　では、２～３分取って、ユース・オブ・セルフに今度は関連付けていきたい
と思います。ゲシュタルトにとっては、何か療法をされているとしても、コンサ
ルティングをされているとしても、ゲシュタルトはあなた自身、している人自身
をとても重要な存在だと見なします。自分自身を「道具」として見ます。ミュー
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ジシャンが楽器を見るような見方です。もしも自分自身をよりよく理解して、そ
してちゃんと自分の面倒が見られるようになればなるほど、自分の環境におい
てとても効果に働くようになると思います。たとえば、私の家族の中であったり、
組織の中であったり、クライアントとの間のことであったり、友達など、自分が
かかわる人とか一緒に働いている人すべての人との間でのことです。
　私の人生において築いてきた関係というものが、ゲシュタルトの見方からす
ると、自分自身をどう使っているかということと、とてもかかわりが深くなっ
てきます。自分を道具として考えるということは、自分にはどんなスキルがあっ
て、自分はどんな行動をして、どんな癖があってということを分かっているか
どうか、そして同時に自分はいったい何であるか、そして自分は何を体現して
いるのかと、考えることです。それは自分の価値観にもとてもかかわることで
すし、ほかの人をどういうふうに扱っているかということとも関連してきます。
また、そういうことを自分のやっていることにちゃんと統合するということが
できているだろうか、という視点とも関わってきます。自分が発達していくに
は、自分のやっていることについても、自分はどんな人であるか、という理解
に関しても、両方同時に発達させていかなければなりません。
　私が喜んでやりたいことは、本当に役に立ちたいということ、できるだけ役
に立ちたい、ということです。私自身が健康でなくては、ほかの人を助けるこ
とはできません。というのは、自分自身に何かが起こっていることを、それを
相手の人に投影（プロジェクト）させないということも大事だからです。たと
えば、人を援助するという分野で働いていると、ほかの人の中に自分というも
のを見てしまうときがあります。そして、私のことかしら、それとも相手のこ
とかしら、と混乱してしまいます。ですから、ゲシュタルトでは、自分を発達・
開発 （develop） させるということをまずやります。すると、誰かと会った時に、
他の人との関係の中での自分、ということが理解できるようになります。
　すると、相手があなたのことを好きじゃないとしても、正直にならなければ
ならないときがあり、その時にも、どれだけ自分を使うことができるのか、そ
してどれだけのリスクを取れるのだろうか。相手の感情に敏感でありながら、
言う必要があることを言えるだろうか。そして、この関係というのをどうやっ
て扱っていくのか、ということが問われます。ゲシュタルトは自分が、自分自
身は何者であるかを知るということを通して、個人を手助けします。
　では、２～３分ほど取ってほしいんですが、自分はどんな人間か考えてみて
ください。
　たとえば、自分のしている役割に関してとか、自分が楽しんでやることとか
についてです。それで一番大事なことは、どんなことがあなたにとって一番深
い意味があるかということについてです。とにかく２～３分取って、自分自身
のために、そのことを書いてみてください。
※各自作業
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ブレンダ：
　ちょっと２～３、お話ししておきたいことがあります。まずは「あなたはど
んな人ですか」という問いに関することです。自分がどんな人間であるかとい
うのを知ることはとても重要です。自分自身が自分自身にわくわくするように
させるような、一番深い部分の自分自身を知るということです。この部分は、
私たちがこれから先、人生でどんなことを体験していても、いつもある部分だ
からです。私が年取っていっても、私の一部としてずっと残っていくもので、
変化していかないものです。
　たとえば、人類に対する深い感謝と評価することであるとか、世界中の誰も
一人一人みんな大切なんだと信じること、などです。自分が何をすることにな
ろうとも、こういうものは自分自身が存続することを助けているものです。し
たがって、皆さんにしてほしいことは、自分の責任や役割を越えた部分で考え
てほしいということです。そして、そのあなたの一番最も深くにあって意味を
持つところにいつもいてほしいんです。
　ゲシュタルトで「ユース・オブ・セルフ」という言葉は、プレゼンス （存在感） 
を持つということと関連します。単純に言えば、フル（全部）な自分として姿
を見せるということです。私たちは、全体として・全部で存在するということ
を、少し過小評価しがちです。
　この３時間私たちは一緒におりますが、私にとってはここにいらっしゃる皆
さん以外は、もう何も重要ではないのです。時間に関して言うと、私たちはい
つもこの瞬間にいるということが大切です。ただし、だからと言って周りのほ
かのことが重要ではないという意味ではありません。でも、効果的にあるため
には、一度に一つということも、とてもいいやり方だと思います。
　存在というのは非常に大事になってきますが、そのスタイルのこともお話し
したいと思います。スタイルももちろんある程度重要なんですが、でもスタイ
ルというのはときには表面的だけということになりがちです。たとえば、自分
自身はどんな人だということをパッケージにして示すようなことに近いので、
それは本当の人間というようにはなりにくいと思います。
　時間どおりにいきたいのでこのあたり少し速く進みます。もし私が効果的で
ありたいとしたらどんなふうに自分を見せるのかということに関して、いろん
な幅・レンジがあります。それには、チャレンジングでありながらも人をサ
ポートするという両面を同時に持つようなあり方もありますし、たとえばとき
にはどちらか一つの状態しか取れないときもあります。ゲシュタルトでは両方
というふうに言っています。自分のある一面に、自分は気づいてアクセスして
いく時もあると思いますし、自分の中の２つの面が葛藤していてもそれはそれ
でOKでしょうし、また、とても協調的に２つの面が働く、ということもOKだ
と思います。自分自身の一番いい部分の自分に出会ったときにはどちらもでき
ると思います。
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　ゲシュタルトの見方から自分を理解する、とはどういうことかということを
皆さんには分かって帰っていってほしいと思います。たとえば、先ほど外側・
内側を見渡すというのをやりました。それは感覚の気づきに関する話でした。
私は、自分がどんなことを考えているかも分かっていたいと思うのですが、同
時に自分が今何を感じているかということも分かっていたいと思っています。
自分の持つバウンダリー（境界）というのも、自分で扱っていきたいと思って
います。これは、自分自身を、周りとの環境との関係の中で理解するという意
味です。それで自分自身が「地」の真ん中にしっかりいるということもしてい
たいし、意図にも明確でいて、自分がどんな影響を周りに与えるのかというこ
とも、明確にしていたいです。そして、ほかの人と一緒にいながらに、健全な
あり方をしたい、そして全体としてしっかりそこに存在するやり方も明確にし
ていたいと思っています。このように、いろんなことを組み合わせたり統合し
たりして理解していくと、私たちはより効果的に働くと思います。
　これで、今日のゲシュタルトに関するプレゼンテーションを終わりたいと思
います。
中村：
　ちょうど時間になりました。ゲシュタルト組織開発について、３時間で体験
と講義を組むのはとても無理な話で、全体像が少し分かったなという方もいれ
ば、まだまだよく分からないなというふうな方もいらっしゃるかなと思います。
私なりに言うと、ゲシュタルトのサイクルの気づきの部分は図が明確になると
きですよね。それで、先ほどのたくさんの絵が出てきて図が見えると同じよう
に、グループや組織の中でも同じ図をみんな、これは私たちの問題で、また私
たちの課題はこれだなと同じ図を共有して、これに向かって行こうとエネル
ギーが高くなって、そしてアクションをしていく。そうすると、変革も大きく
起きる、というふうにとらえられるのかなと、今の話を聞きながら思いました。
　リーディングの中にもありますが、またリーディングを読んでいただくとい
ろいろ皆さんもご理解いただけるかなと思いますが、ツァイガルニック効果と
いうのが出てきまして、未完な物ほどより勉強したいという気持ちになってき
ます。今日、なんかちょっとまだまだもっと知りたいなという方は、これから
ゲシュタルトODをどんどん学んでいただければと思っています。
　リーディングをぜひ読んでいただければというのと、ちょっと宣伝になって
しまいますが、ゲシュタルトODについての論文が、当センターの紀要 （※『人
間関係研究』第11号） に掲載されます。当センターのWebページからダウンロー
ドできますので、ぜひそちらもご参照ください。
　では、ゲシュタルトのサイクルから言うと、終結というのはとても大事にな
りますので、このワークショップも、津村センター長から一言いただいて、終
結とさせていただきたいと思います。
－153－
津村：
　どうもありがとうございました。ブレンダさんの、皆さんにコメントとか質
問しているときのにこやかな顔が、何とも言えないです。受け入れてくれてい
るというか、受け入れようとするというか、そういうのがすごく印象的でした。
　それから、もう一つ、何かこの私も十分分かっていないのですけれども、図
と地というふうなゲシュタルトをこう聞かせていただいて、私の気持ち的には
心が広がるというか、組織の中ではいろいろあるんですが、何か文句を言って
きても、それが「彼は図になっているんだな、ほかに図はたくさんあるよね」
というふうな気持ちになれば、かなり幅広く受け入れられる、なんかそんなこ
とをちょっと私の中には残っていて、図になっています。なんかたくさんの図
を探すといいますか、今日見つかった図からまだまだ見つかっていない図の探
求を、先ほど中村先生言われましたけど、できると、そんなつながりがまたで
きていくといいかなというようなことを思っています。
　こんな機会を作っていただいたブレンダさん、ありがとうございました。
中村：
　それではこれで今回の公開ワークショップを終了させていただきます。
－154－
